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１．圏域の現状
（１）位置図

2

境港出雲道路 中国横断自動車道
岡山米子線

（米子～境港）

●中海・宍道湖８の字ネットワークは、中国横断自動車道、山陰道、境港出雲道路からなる、松江市、出雲市、安来市、米子
市、境港市、日吉津村を８の字に結ぶ高規格道路ネットワークである。

山陰道
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１．圏域の現状
（２）計画の概要・経緯

●令和２年度より行政による勉強会や、令和４～５年には経済界による効果分析検討会が開催されている。

●令和５年度には圏域の活性化をテーマにシンポジウムが開催されるなど機運が高まっている。

令和２年
中海・宍道湖圏域道路整備勉強会

令和５年
中海・宍道湖・大山圏域

活性化シンポジウム

令和５年
中海・宍道湖８の字ルート

整備推進会議設立

令和４～５年
中海・宍道湖８の字ネットワーク整備

による効果分析検討会

シンポジウム開催概要 鼎談・パネルディスカッション
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１．圏域の概要
（２）計画の概要・事業の経緯（米子・境港地域）

4

●平成２４年に米子・境港地域と道路のあり方勉強会を設置し、検討が進められてきた。

●令和３年には、行政、商工、観光および学識経験者による地元懇談会が設置されている。

●令和６年には、行政による米子・境港地域道路整備勉強会が開催され、社会情勢の変化や高規格道路の必要性、配慮すべ
き事項がとりまとめられた。
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至 松江

至 松江

米子空港

境港

米子JCT

米子南IC

平成24年 米子・境港地域と道路のあり方勉強会の設置

平成28年
米子・境港地域と道路あり方検討会の設置
（まちづくりWG、ストック効果WG、事故・渋滞対策WG）

平成25年 名和・淀江道路 全線開通

中海・宍道湖圏域道路整備勉強会の設置令和2年

米子・境港間の高規格道路 地元懇談会の設置令和3年

中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による
効果分析検討会

令和４～5年

米子・境港地域道路整備勉強会の設置令和6年
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１．圏域の現状
（３）他圏域との比較

5※各圏域の構成市町村は「中海・宍道湖・大山圏域振興ビジョン」より

新潟都市圏
約１08万人

富山都市圏
約49万人

高岡都市圏
約４0万人

金沢都市圏
約７５万人

福井都市圏
約６０万人

中海・宍道湖圏域
約６０万人

■人口

■事業所数

資料:令和3年経済センサス-活動調査

■漁獲量
資料:統計でみる市区町村のすがた2024

■面積

資料:H30海面漁業生産統計調査
※全魚種の漁獲量

第４位

第４位

第1位

第４位

可住地面積 総面積

資料:R2国勢調査 （総務省）

中海・宍道湖圏域の漁業

日本一の漁獲量

ベニズワイガニシジミ

●中海・宍道湖圏域の人口は約６０万人であり、総面積、可住地面積及び事業所数において日本海側の主要都市圏の中で
第４位の規模を誇る西日本有数の主要都市圏である。

●特に漁獲量は、日本海での漁業だけでなく、中海・宍道湖の内水面漁業も盛んであり、日本海側の主要都市圏で第１位となっ
ており、シジミやカニの漁獲量は、日本一である。

資料:H27国勢調査 （総務省）

［万ｔ］
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１．圏域の現状
（３）他圏域との比較

■高規格道路の開通状況 ■ 4車線整備の状況
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資料:R3全国道路・街路交通情勢調査資料: R3全国道路・街路交通情勢調査
国土交通省資料

４車線
整備率が
最も低い

●中海・宍道湖圏域の高規格道路の開通延長率は約52％となっており、また、４車線化整備率は約7％と低く日本海側の主要
都市圏の中で最も劣る状況である。

●生産年齢人口あたりの付加価値額及び製造品出荷額は日本海側の主要都市圏の中で低い状況であり、経済活動を支える
高規格道路ネットワークの整備が望まれている。

開通延⾧率が
52%と低い

■各都市圏の位置と人口規模

資料:人口…国勢調査（2020年）

N

約60万人

中海・宍道湖圏域

松江市街と宍道湖
出典:しまね観光ナビ
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■付加価値額（生産年齢人口あたり） ■製造品出荷額（生産年齢人口あたり）

資料:＜付加価値額＞経済センサス（2021年）
＜生産年齢人口＞国勢調査（2020年）

資料:＜製造品出荷額＞工業統計調査（2023年）
＜生産年齢人口＞国勢調査（2020年）

付加価値額が
第5位と低い

製造品出荷額が
第4位と低い
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１．圏域の現状
（４）圏域の状況

境港 境港に寄港したクルーズ船

出雲縁結び空港

米子鬼太郎空港

出雲市
（173千人）

松江市
（204千人） 境港市

（33千人）

米子市
（147千人）

安来市
（37千人）

日吉津村
（4千人）

出雲大社（711万人）

足立美術館（46万人）

松江城
（37万人）一畑薬師（33万人）

日御碕（106万人）

美保関（107万人）
水木しげるロード

（152万人）

皆生温泉
（41万人）

玉造温泉
（49万人）

28回寄港（令和5年度）

出雲縁結び空港

神戸便が新規就航

米子鬼太郎空港

出雲大社

足立美術館

※島根県:島根県観光動態調査結果、水木しげるロード:さかいみなとポータル
皆生温泉:温泉地入湯客数（鳥取県HP）より

【鳥取県・島根県人口内訳】

【連携中枢都市圏（中国地方）の圏域人口】 【鳥取県・島根県の総生産の内訳】

観光客711万人（令和5年）

島根県 鳥取県
広瀬・富田城

湯の川

キララ多伎

大社ご縁広場

あらエッサ

9
54

9 9

9

E54
E9

E9
E9

E73

松
江
玉
造

東
出
雲

米
子
西

出
雲

三刀屋木次

米子

中海・宍道湖圏域のポテンシャル

（千人）

7

●当該圏域は、人口・総生産共に鳥取・島根県の約５割を占め、数多くの観光資源や複数の空港・港湾を有しており、インバウン
ドを含めた観光客による交流人口の増加が期待されている等、山陰地方の発展を牽引するポテンシャルを秘めている。

●また、圏域内の高規格道路は、ミッシングリンクの存在や、開通済区間においても暫定２車線が主であり、有料・無料区間が混
在している状況である。

米子市

12%

境港市

3%
日吉津村

0.3%

松江市

17%

出雲市

14%安来市

3%

鳥取県（その他）

30%

島根県（そ

の他）

21%

鳥取県・島根県
全人口

122万人

圏域人口は約60万人で
鳥取・島根県の人口の

約５割を占める

254

255
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606

755

852

1158

2364

0 1000 2000 3000

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏

(鳥取市）

下関市連携中枢都市圏

（下関市）

広島中央地域連携中枢都市圏

（呉市）

山口県央連携都市圏域（山口市・宇部市）

高梁川流域連携中枢都市圏（倉敷市）

備後圏域（福山市）

岡山連携中枢都市圏（岡山市）

広島広域都市圏（広島市） 米子市

11%

境港市 3%
日吉津村

0.3%

松江市

18%

出雲市

16%安来市

4%

鳥取県（その他）

27%

島根県（その他）

21%

山口県央
広島中央地域
と同程度の規模

鳥取県・島根県
総生産

約4.6兆円

約５割を占める

資料:R2国勢調査 資料:連携中枢都市圏の形成の動き（総務省）
資料:令和3年度鳥取県市町村民経済計算

島根県市町村民経済計算

凡例

高規格道路（有料区間）

高規格道路（無料区間）

一般国道（直轄管理区間）

一般国道（直轄管理区間外）

主要地方道

（○○万人） 主要観光地（令和5年観光客数※）

4車線 2車線 事業中

4車線 2車線 事業中

上海便が新規就航

松江城

H27国宝指定
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１．圏域の現状
（５）人口

■人口推移 ■高齢化率推移
資料: R2国勢調査(移動人口の男女・年齢等集計)

H27年国勢調査時の常住地とR2年国勢調査時の常住地を比較

〔中海・宍道湖圏域内の市村の転入・転出人口（H27⇒R2）〕

〔中海・宍道湖圏域内の市村と全国の人口推移〕

■沿線地域の人口分布

資料:R2国勢調査 （総務省）

〔中海・宍道湖圏域内の市村と全国の高齢化率推移〕

■転入・転出人口

松江市
203,616人

出雲市
172,775人

安来市
37,062人

米子市
147,317人

境港市
32,740人

日吉津村
3,501人

中海・宍道湖圏域合計
597,011人

●中海・宍道湖圏域の人口推移は、全国平均、中国地方平均、日本海都市圏No１の新潟都市圏と同様に、緩やかに減少す
ることが想定されており、特に２０代前半の転出が顕著である。

●高齢化率も全国平均、中国地方平均、新潟都市圏の傾向と同様に増加することが想定されており、圏域の生産年齢人口の
減少が懸念される。

-1,386
-2,000

-4,000

資料:H2～R2国勢調査、R7～R12全国将来推計人口(人口問題研究所)令和5年12月推計
R7～R12市区町村別将来推計人口(人口問題研究所)令和5年12月推計
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65
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以
上

人
口

（
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人
）

高
齢

化
率

推計値

松江市 出雲市 安来市
米子市 境港市 日吉津村

＜高齢者人口＞

増加傾向

資料:H2～R2国勢調査、R7～R12全国将来推計人口(人口問題研究所)令和5年12月推計
R7～R12市区町村別将来推計人口(人口問題研究所)令和5年12月推計
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中海・宍道湖圏域内 新潟都市圏
中国地方 全国

＜人口伸び率＞



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

１．圏域の現状
（６）地域の繋がり

9

西部

中部 東部

■圏域内主要幹線道路のＯＤ内訳

宍道湖
中海

国道431号

資料:OD内訳:平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
H27現況交通量推計結果

※内々:中海・宍道湖圏域内
内外:中海・宍道湖圏域⇔その他地域
通過:その他地域⇔その他地域

中海・宍道湖圏域
出雲市、松江市、安来市、米子市、
境港市、日吉津村

162百台：日

79百台：日

146百台：日

105百台：日

203百台：日

127百台：日

資料:交通量:令和3年度全国道路・街路
交通情勢調査

※西部：出雲市 中部：松江市、安来市
東部：米子市、境港市、日吉津村

山陰道山陰道 国道９号

出雲市 境港市

日吉津村

米子市

安来市

※松江市内々0
※安来市内々0

9

54

E9

431

431

9

E9

E54

圏域内々交通割合が約９割と高い

●当該圏域内における交通流動は、圏域内々交通の割合が約７割と高く、圏域内の結び付きが非常に強い。

●一方で、山陰道では圏域内外交通の割合が約５割を占めており、各路線において交通の質が異なっている状況にある。

95百台：日

西部-中部

52%

東部-西部

4%

内外交通

43%

通過交通

2%

圏域内外交
通の割合が

約４割と高い
中部内々

14%
西部-中部

0.6%

東部-中部

30%

東部-西部

3%

内外交通

49%

通過交通

4%

圏域内外
交通の割合が
約５割と高い

【OD内訳（山陰道・国道9号・国道431号合計）】 【OD内訳（山陰道合計）】

国道９号

中部内々

35%

西部-中部

3%東部-中部

24%

東部-西部

5%

内外交通

27%

通過交通

7%

圏域内、特に地
域内々と隣接する
地域間の交通割
合が約６割と高い

中部内々

1%

西部-中部

89%

東部-西部

1%

内外交通

9%

東部-中部

21%

東部内々

70%

内外交通

9%
通過交通

0.2%

内々交通

70%

内外交通

26%

通過交通

4%
圏域内々交通が多く
圏域内の結び付きが強い

西部-中部

60%

東部-西部

7%

西部内々

0%

内外交通

26%

通過交通

7%

圏域内、特に地
域内々と隣接する
地域間の交通割
合が約6割と高い

内々交通

51%
内外交通

46%

通過交通

3%

圏域内外交通が約5割

松江市
431



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

１．圏域の現状
（７）通勤・通学流動

85

35

168

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

山陰本線
(松江駅)

境線
(米子駅)

山陽本線
(広島駅)

（７）通勤・通学流動

75%

72%

25%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

松江・出雲・安来

境港・米子・日吉津

中海・宍道湖圏域内 他市町村

1%

12%

1%

0%

76%

1%

2%

3%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

_その他

自転車

オートバイ

ハイヤー・タクシー

自家用車

勤め先・学校のバス

乗合バス

鉄道・電車

徒歩のみ

10

松江市・出雲市間の
流動が多い

■中海・宍道湖圏域の通勤・通学流動（百人）

資料 R2国勢調査

※通勤・通学者数5百人以上を記載

■中海・宍道湖圏域の通勤・通学時の利用交通手段
（複数回答）

米子市・境港市間の
流動が多い

■JR運行本数の比較（上下合計）

資料:JR時刻表（令和6年12月時点）
※山陰本線の松江駅、山陽本線の広島駅は上下線の発本数、

境線の米子駅は起点駅のため発着本数を集計
※松江駅は特急（やくも・Sおき・Sまつかぜ）を含む、サンライズ出雲は含まない
※広島駅は呉線・可部線直通列車は含まない

山陽本線
の約1／5

山陽本線
の約1／2

資料: R2国勢調査

■中海・宍道湖圏域への通勤・通学割合
※他市町村への通勤・通学者のうち、中海・宍道湖圏域の各市村への通勤・通学者の割合

圏域内の割合が７割以上

自家用車利用が約8割

境港市

米子市

日吉津村

安来市

松江市

出雲市

40
43

大田市

雲南市 南部町・伯耆町

大山町

11

20

20

10

10

20

その他
鳥取

20
11

28

47

24

16

22

12

42
68

1811

10

23

28

11

22
32

●当該圏域内では、７割以上の人が圏域内で通勤・通学を行っており、圏域内の結び付きが非常に強い。

●一方で、通勤・通学時における鉄道の利用割合は１割未満と低くなっており、７割を超える自家用車の利用状況から移動手段
として自動車に依存した地域となっている。

資料: R2国勢調査



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

100%

40%

0%

60%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICから15分以内

(n=17)

ICから15分超

(n=10)

分譲済 分譲中

■工業団地の分譲の状況と高速ICからのアクセス時間の関係
[中海・宍道湖圏域]

IC15分圏内の工業団地は分譲済

IC15分圏外の工業団地は
「分譲中」が多く残る

地域の声
[松江市の企業立地部署産業支援部署等内部聞き取り R2.12.9実施]

□島根県北部の工業団地は高速道路へのアクセス性が悪く敬遠される
。一般道は走行性が悪く精密機械の輸送に影響する。

□高規格道路とのアクセスが向上すれば、積極的な誘致が図れ、企業
立地や雇用創出、人口減少対策につながる。

□境港へのアクセスが向上することで、コンテナ利用による輸送の効
率化が図られ、航路を利用する企業の誘致につながる。

■高速ICのアクセス時間カバー圏域

高速ICアクセスカバー圏域

15分圏域

30分圏域

工業団地

分譲中（利用率）

分譲済

宍道湖
中海

E9

E54

E73

E9

54

9

431

9

431

432

9

431

宍道湖北側は高速ICへのアクセス性
が低く「分譲中」が多く残る

出雲市東部工業団地（84%）

河下港臨海工業団地（70%）

朝日ヒルズ工業団地（83%）

ソフトビジネスパーク島根（85%）
竹内地区工業団地（96%）

米子インター周辺工業用地

和田浜工業団地（95%）

出雲市吉原工業団地

江島工業団地 境港西工業団地

境港昭和工業団地

米子市流通業務団地

下古志工業団地

上直江工業団地

斐川南工業団地

堀切工業団地

結工業団地

松江湖南テクノパーク

馬潟鉄工団地

神原企業団地

東出雲工業団地

斐川西工業団地

出雲斐川中央工業団地

出雲長浜中核工業団地

坂田工業団地

境港

米子⿁太郎空港

出雲縁結び空港

資料：(所要時間) R3年度全国道路・街路交通情勢調査結果を用いて算出、 (分譲率)島根県提供データ（鳥取県側(R6.11時点)、島根県側(R6.9.時点)）

河下港臨海工業団地

ソフトビジネスパーク島根

出雲市東部工業団地

朝日ヒルズ工業団地

出典：島根県立地情報ポータルサイト・しまねスタイル

米子港旗ケ崎地区工業団地

揖屋干拓工業団地

湖陵地域
出雲斐川インター
企業団地

中尾地区

●中海・宍道湖圏域には多数の工業団地が立地しており、国道９号・山陰道沿線の工業団地は既に分譲済みとなっている。
一方で、宍道湖北側の国道431号沿線の工業団地は、高規格道路へのアクセス性が低いことなどから大半が現在も分譲中と
なっており、中海・宍道湖の南北で分譲状況に差が生じている。

●工業団地への企業集積が進み、産業や地域が連携することで、更なる発展が期待される。
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１．圏域の現状
（８）地域の産業構造



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

１．圏域の現状
（９）観光

12

●中海・宍道湖圏域内には、出雲大社、水木しげるロード等の有名な観光地の他に、年間３０万人を集客する魅力的な観光地
も多数存在しているが、１～２箇所の訪問が全体の約８割を占める等、観光地間のアクセスに時間を要するため周遊観光に課
題があり、圏域内の各地が連携し周遊できるような高規格道路軸の強化が必要である。

宍道湖

中海

E9

E54

E9
E9

54

9

※観光客が概ね30万人以上の観光地をプロット

資料：所要時間・距離：R3全国道路・街路交通情勢調査結果の混雑時旅行速度より算出

写真：※1 しまね観光ナビ 島根県観光写真ギャラリーより ※2 各施設の許諾を得て掲載

境港

米子⿁太郎空港

出雲縁結び空港
9

9431

431

431

431

432

出雲大社－松江城

約62分、約49km
（山陰道経由）

松江城－皆生温泉

約55分、約35km
（山陰道経由）

出雲大社から１時間圏域

皆生温泉から１時間圏域

出雲大社・皆生温泉から１時間圏域

松江城－皆生温泉

約69分、約40km
（国道431号経由）

出雲大社－松江城

約59分、約38km
（国道431号経由）

©鳥取県

■主要観光地間の所要時間・距離と時間圏域

広島からだと、どうしても1泊か2

泊しないと、島根を回るのは大変。日

帰りだと目的地を決めて、そこだけに

出掛けないと無理がある。交通の便が

良くなると時間に余裕が出来ると思

う。今回は日帰りで出雲大社周辺が中

心の観光だったが、温泉津温泉、玉造

温泉はぜひ行ってみたい。ちょっと足

をのばして、皆生温泉も良いですね。

観光客の声

資料:R1観光アンケート調査結果（松江国道事務所）

61.8%

48.9%

24.8%

34.7%

13.4%

16.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

松江市

（n=1,393）

出雲市

（n=1,171）

1箇所 2箇所 3箇所以上

＜日帰り＞

約８割

日帰りでは１～２箇所の訪問が多い

資料:令和4年度出雲市観光動態調査業務報告書
令和4年松江市観光動態調査結果を基に作成

山陰道経由より距離は短いが、高規格道路ネットワークが
整備されていないため、時間を要する

■出雲市・松江市来訪者の周遊動向
（訪問箇所数割合）

◆出雲縁結び空港の最新動向
・２０２４年５月に１２年ぶりにベトナムハノイチャーター便が運航さ
れ、２０２５年３月にも運航予定

・今後も国際定期便の就航に向け県の取組みが予定されており、出
雲空港のゲートウェイ機能の更なる強化が期待されている



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

１．圏域の現状
（10）医療

13

●当該圏域内には、鳥取・島根県の７割にあたる４つの三次医療機関が立地しており、圏域内の救急搬送人員数は増加傾向で
あり、特に三次医療機関がない安来市においては、米子市との結び付きが強い。

●島根半島部においては、三次医療機関に30分で到達できないエリアが多く存在しているとともに、“救急搬送時の速達性・確実
性が確保されておらず、安静搬送に問題がある”等の声が関係者から挙げられている。

島根県立中央病院 松江赤十字病院島根大学医学部附属病院 鳥取大学医学部附属病院

■三次医療機関のカバー圏

宍道湖

中海

9

E54

E9
431

431

E9

9

E9

9

431

432

島根県立中央病院

島根大学医学部附属病院

松江市南消防署

平田消防署

大社消防署

秋鹿出張所

鹿島出張所

北消防署東部分署

境港消防署

松江市消防本部
松江市北消防署

皆生出張所

出雲西消防署

斐川消防署

湖南出張所南消防署宍道分署

出雲市消防本部 安来市消防本部
広瀬分署

安来市消防本部

弓浜出張所

米子消防署

南部出張所

南消防署南部分署
安来市消防本部

伯太分署

54

安来市

出雲市

松江市

境港市

米子市 日吉津村

鳥取大学医学部
附属病院

資料:(所要時間) R3年度全国道路・街路交通情勢調査結果の昼間12時間平均旅行速度より算出

凡例

：三次医療機関30分圏域

集落の箇所（公立公民館・集会施設）

：R431アクセスが必要な箇所

：その他

松江赤十字病院

・救急患者と医師の接触時間の短さが救命率と深く関係している。
・ドクターカーを運用しているが、一般道は交差点も多く、
ドクターカーの平均走行速度が約30km/hと遅い状況。

＜鳥取大学医学部付属病院＞(R2ヒアリング結果)
・搬送中も処置を行う救急車は揺れを極力抑える必要がある。

＜鳥取県西部広域行政管理組合＞(R1ヒアリング結果)



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

２．圏域の道路ネットワーク状況

14

境港

出雲縁結び空港出雲市
（173千人）

安来市
（37千人）

日吉津村
（4千人）

松江第五大橋道路
延⾧約5km

まつえ だいご おおはし

島根県 鳥取県
広瀬・富田城

湯の川

キララ多伎

大社ご縁広場

あらエッサ

9
54

9 9

9

E54
E9

E9

E9

E73

松
江
玉
造

東
出
雲

米
子
西

出
雲

三刀屋木次

米子

10人以上～100人未満

100人以上～500人未満

500人以上

R2人口

＜凡 例＞

431

431

宍道湖 中海

境港市
（33千人）

東林木バイパス
延⾧2.0km

H26.3開通（2/4）

ひがしはやしぎ

米子鬼太郎空港

出雲インター線
延⾧1.5km

いずも

H21.11開通（2/4）

松江北道路
延⾧10.5km

事業中

まつえきた

松江市
（204千人） 米子市

（147千人）
米子北

有料

無料
※当該区間のみ

４車線

有料 無料

有料

秋鹿なぎさ公園

本庄

※1メッシュは約500m四方

無料

資料／国勢調査（2020年）

凡例

高規格道路（有料区間）

高規格道路（無料区間）

高規格道路（調査中）

一般国道

主要地方道

一般県道

4車線 2車線 事業中

4車線 2車線 事業中

●山陰道、国道9号が位置する中海・宍道湖圏域南側だけでなく、北側においても人口が集積するエリアが広がっているが、高規
格道路ネットワークの整備が進んでいない。

●米子～出雲間の山陰道は全線開通済みであるが、有料・無料の区間が混在している。

●松江市域においては、山陰道のほかに松江第五大橋道路、川津バイパスが供用中であり、松江北道路が事業中である。

●出雲市域においては、山陰道のほかに出雲インター線、東林木バイパスが供用されている。

●米子市・境港市域では山陰道が供用されているのみであり、圏域全体の中でも整備が進んでいない地域となっている。

川津バイパス
延⾧6km

かわつ



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

２．圏域の道路ネットワーク状況
（１）交通量と混雑度
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●中海・宍道湖圏域内の出雲、松江、米子中心部では、主要渋滞箇所が集中して存在している。

●国道9号、国道431号等の圏域の中心都市間を結ぶ主要な断面においては、年々交通量が増加しており、交通容量が不足し
ている状況である。

【写真②】国道431号
しんじ湖温泉入口交差点付近

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査

【写真③】国道431号皆生大橋付近

至：米子ＩＣ

至：境港

至：松江中心部

至：出雲

至：出雲中心部

【写真①】国道9号出雲バイパス
中野美保交差点付近

主要渋滞箇所が集中

主要渋滞箇所が集中

宍道湖 中海

断面①

断面③
断面②

■圏域内主要道路の交通量と混雑度

（R2.2.4 撮影）

（R1.12.16 撮影）

（R2.1.16 撮影）

至：松江

山陰道

境港

米子⿁太郎空港
出雲縁結び空港

松江市

出雲市

安来市

米子市

境港市

日吉津村

主要渋滞箇所が集中

断面④
交通容量が不足

交通容量が不足

交通容量が不足

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査

191百台：日［1.50］

105百台：日［0.89］

544百台：日［0.90］

162百台：日［1.22］

181百台：日［1.72］

197百台：日［2.14］

79百台：日［0.89］

221百台：日［1.46］

227百台：日［1.60］

175百台：日［1.12］

274百台：日［1.91］

283百台：日［1.57］

390百台：日［2.30］

95百台：日［0.88］

119百台：日［1.19］
116百台：日［1.20］

146百台：日［1.54］

145百台：日［1.54］

1.75 以上

混雑度
＜凡 例＞

：主要渋滞箇所

1.25 – 1.75

24時間交通量（上下計）［混雑度］

1.00 - 1.25 1.00 未満

断面⑤

78 40 36

432 408 266 293 288

189 225 279 316 303

89
170

93
229 18181

90
78

111
141791

894
794

988 949

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H11 H17 H22 H27 R3

58
271

127 115
287

287

161
267 241

146
143

95 112 104

433
488 527 507

460

H11 H17 H22 H27 R3

242
332 367

467 544

118 82
70

68

196

181 202

294
283

220

180 155

171
145

658 

810 806 

1,002 1,040 

H11 H17 H22 H27 R3

75
220

110 105
102

100
102 113300

279
190

225 20388

85
87

92 95388

541
596

528 516

H11 H17 H22 H27 R3

177 205 252 228 227

331 332
340 335 336

147 159 155277 299

265 261 220

344
374

389 390
390

1,129 
1,210 

1,393 1,372 1,328 

H11 H17 H22 H27 R3

■断面交通量の推移

資料： 全国道路・街路交通情勢調査

（
百

台
:

日
）

〔断面①〕 〔断面②〕 〔断面③〕 〔断面⑤〕

断面の交通量は増加傾向

〔断面④〕

山陰道 その他国道 その他県道 国道9号 国道431号

36 115

544

105
227

288

336
303

68

113

155
181

241

283

203

220141

104

145

95

390
949 

460 

1,040 

516 

1,328 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

断面① 断面② 断面③ 断面④ 断面⑤

■断面交通量と容量比

（百台:日）

容量比
1.07

容量比
1.15

容量比
1.31

:断面交通容量

断面の交通容量を超過
容量比
1.19

容量比
1.13



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

２．圏域の道路ネットワーク状況
（２）交通事故

●中海・宍道湖圏域内の国道9号や国道431号では、死傷事故率が全国平均値を大きく上回る箇所が多数存在している。

●道路延長の約2割を占める米子道路・松江道路・国道9号・国道431号において事故全体の約５割が集中しており、また、
追突事故が約7割を占めている。

●国道9号、国道431号は重大事故の件数が増加傾向にあり、喫緊の対応が必要な状況である。

6 5 7 5 4 5 3 3 1 1

17 15 17
33 33 35

49

19 28 34

23
20

24

38 37 40

52

22
29

35

0

10

20

30

40

50

60

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

死亡事故

重傷事故1%

12% 3%

4%

2%

61%

31%

14%

26%

12%

13%

8%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道9号・

431号

全国

人対車両 車両単独 正面衝突 追突 出会い頭 右左折衝突 その他車両相互

4%

2%

9%

29%

11%

16%

9%

10%

68%

43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路延⾧

事故件数

米子道路・松江道路 国道9号 国道431号 その他国道 県道

追突事故が約６割を占める

約５割

約２割
米子道路・松江道路、国道9号、
国道431号で約5割の事故が発生
（道路延⾧は約2割）

■中海・宍道湖圏域（国道９号・国道４３１号）の重大事故（死亡＋重傷）発生箇所（R1～R4）

■中海・宍道湖圏域（6市村）の
路線別事故件数内訳

■中海・宍道湖圏域（国道9号・国道431号）の事故類型 ■中海・宍道湖圏域（国道9号・国道431号）の
重大事故（死亡+重傷）件数の推移

16※集計対象地域：松江市、出雲市、安来市、米子市、境港市、日吉津村

資料：イタルダデータ（R1-R4）

※国道9号は二本木交差点（米子市）～大島交差点（出雲市）で集計

資料：イタルダデータ（R1-R4） 、全国値は令和4年度版 交通統計（R1-R4）

※国道9号は二本木交差点（米子市）～大島交差点（出雲市）で集計

資料：イタルダデータ

松江市

境港市

米子市

日吉津村

安来市

出雲市 宍道湖

中海

E9

E54

E9

54

9

431

9

431

432

9

431

米子道路

国道９号や国道４３１号において
多くの箇所で重大事故が発生

重大事故発生箇所(R1～R4)

：死亡事故

：重傷事故

資料：イタルダデータ（R1-R4）



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

２．圏域の道路ネットワーク状況
（３）島根半島地域の被災リスク

●島根半島内は土砂災害警戒区域が多く、半島へのアクセスのために通過する出雲市街地や松江市街地は河川洪水・津波浸
水リスクを抱えており、被災地支援の初動の遅れが懸念される。

●令和６年７月の豪雨や平成３０年２月の大雪の際には圏域内の道路で通行止めが発生しており、災害時に脆弱な道路ネット
ワークとなっている。

●昨今の激甚化する風水害等の状況を踏まえると、災害時の交通機能を確保する道路ネットワークの整備は喫緊の課題である。

17
資料／島根県資料、松江国道事務所資料

:大型車立ち往生（H30.2.7～2.8）
:通行止め（H30.2.7～2.8）
:通行止め（H22.12.31～H23.1.2）

圏域北側の東西方向の主要幹線道路は
国道431号しかなく、大幅に速度低下

至

浜
田
市

至

鳥
取
市

431

431

9
E9

E9

E54

54

国道431号へ転換

大島交差点

規制時間：
約17時間半

規制時間：約24時間

規制時間：約3時間

規制時間：
約31時間

規制時間：
約44時間

規制時間：
約1時間

E9

宍道湖
中海

431

菱根交差点

規制時間：約6時間

9

山陰自動車道

出雲IC

宍道IC
松江玉造IC

東出雲IC

安来IC

斐川IC

■島根半島の災害リスク 半島内は広範囲に土砂災害警戒区域が多数存在
→土砂崩落によるネットワーク寸断のリスク

松江市
出雲市

安来市

宍道湖

中海

雲南市

境港市

米子市

半島へのアクセスが元々限定的な中、災害時は浸水等の
リスクがあり、被災地支援の初動の遅れが懸念。

写真①

平成23年豪雪時の状況

国道431号写真③

平成30年2月豪雪時の状況

国道431号写真②(14時台)
撮影：H30.2.7宍道JCT

資料／公民館：国土数値情報
土砂災害警戒区域・洪水浸水・津波浸水想定区域：国土数値情報

■大雪による通行止め等発生箇所

斐伊川水系湯谷川の
溢水による国道431号の道路冠水

写真①(15時頃)
撮影：R6.7.9

写真②

写真③

凡例

道路種別

高規格道路
一般国道（9号除く）
国道9号
主要地方道県道

【道路】

集落の箇所
（公立公民館・集会施設）

その他

R431アクセスが

必要な箇所

【集落】

島根半島地域

土砂災害警戒区域

道路の被災リスク

洪水浸水の被災リスク
河川の想定最大浸水区域

【災害】

津波浸水想定区域

宍道湖大橋北詰交差点

袖師交差点

規制時間：約3時間



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

３．地域の将来像
（１）地域毎の将来像

■出雲都市計画区域マスタープラン（H20.4）
・宍道湖・中海都市圏の中心都市としての高次都市機能の充実を図
る。また、集積する高度医療・福祉機能を一層強化連携し、地域全体
の医療福祉環境の向上を図る。（出雲地域）
・街路事業等による中心市街地整備や企業立地の促進、質の高い住
環境の整備を行う。また、日本海、宍道湖及び北山地区などの景観
及び環境を適切に保全しつつ、既存集落の環境整備や利便性の向
上を図る。（平田地域）

■松江圏都市計画区域マスタープラン（H29.8）
・宍道湖等の優良な自然景観と松江城を中心とした地域固有の歴史・
文化的資源及び玉造温泉等の観光資源を活かした「水と緑、歴史と教
育を大切にし、伸びゆく国際文化観光都市・松江」の実現を目指す。（
松江市）
・活力ある市街地形成と産業基盤整備による都市的機能の増進を図
るとともに、自然環境の保全、田園景観に配慮した魅力ある生活環境
の形成に努め、「人が集い 未来を拓くものづくりと文化のまち」の実現
を目指す。（安来市）

9

54

9

9

9

E9

E9

E9

E73

松
江
玉
造

東
出
雲

米
子
西

出
雲

米子

宍道湖

中海出雲市

松江市

境港市

日吉津村

米子市

安来市

432

431

431

431

E54
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●中海・宍道湖圏域では、出雲都市計画区域、松江圏都市計画区域、米子境港都市計画区域の３つのマスタープランにおい
て、将来像が描かれている。

■米子境港都市計画区域マスタープラン（H27.3）
・圏域における都市的サービスを提供する中核都市としての役割を果たすと共に、広域交通・観光のターミナルとして圏域内の内
外にわたる広域交流都市を目指す。（米子市）
・北東アジアゲートウェイとして、また、水産業加工産業としての特徴を活かした広域交流拠点を目指す。（境港市）
・住宅・工業・沿道型商業の拠点機能を目指す。（日吉津村）



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

３．地域の将来像
（２）松江圏都市計画区域マスタープラン

19

松江圏都市計画区域マスタープラン（H29.8 島根県）

【将来の市街地像】
◆本区域の中心核として、高次の都市機能
が集積した拠点を形成するとともに、宍道湖
等の優良な自然景観と松江城を中心とした
地域固有の歴史・文化的資源及び玉造温
泉等の観光資源を活かした「水と緑、歴史と
教育を大切にし、伸びゆく国際文化観光都
市・松江」の実現を目指す。

松江市

都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針
① 交通施設の都市計画の決定の方針
ａ 基本方針
ア 交通体系の整備の方針

県都松江市を中核とする本都市計画区域は、島根県の政治、経済、文化の中心であり、県
内外からの交通の要となっている。その交通体系は「国道９号」を基軸とする道路網のほか、Ｊ
Ｒ、一畑電車といった鉄道により構成されており、空、海の発着である「出雲空港」、「米子空港
」及び「境港」、「七類港」はいずれも松江市中心部から約20km に位置している。

道路整備については、「山陰道」、「尾道松江線」が開通したのをはじめ、「地域高規格道路
境港出雲道路」など広域的な交流を通じて地域の発展に果たす役割が大きい高速交通道路
網を中心に各種道路整備が進められている。
今後、島根県の中心都市として、また、中海・宍道湖圏域の拠点都市としての都市交通体系

を確立するため、次のような基本方針のもとにハード、ソフトの両面から計画的な交通網の整
備を図ることとする。

○ 地域交流の促進を図るため、「山陰道」、「境港出雲道路（松江だんだん道路を含む）」と
いった中海・宍道湖圏域の高規格道路による８の字ルートの形成や「尾道松江線」による広島
経済圏との連携強化とともに、「国道９号」、「国道431 号」等の東西の主要幹線道路を軸と
して、市ごとに構成した道路網計画に基づき、道路整備を推進する。
○ 災害時に被災地内外の陸送を確保するための緊急輸送道路の整備及び耐震化を進める。
また、原子力発電所の周辺地域においては、万が一の原子力災害に対応するための緊急避難
道路の整備を推進する。

＜都市計画の決定の方針＞

【将来の市街地像】
◆本区域の副核として、活力ある市街地形
成と産業基盤整備による都市的機能の増
進を図るとともに、自然環境の保全、田園
景観に配慮した魅力ある生活環境の形成に
努め、「人が集い 未来を拓く ものづくりと
文化のまち」の実現を目指す。

安来市

※道路・交通に関する部分を一部抜粋

●松江市は宍道湖等の優良な自然景観と松江城を中心とした地域固有の歴史・文化的資源及び玉造温泉等の観光資源を活
かした「水と緑、歴史と教育を大切にし、伸びゆく国際文化観光都市・松江」の実現を目指している。

●安来市は活力ある市街地形成と産業基盤整備による都市的機能の増進を図るとともに、自然環境の保全、田園景観に配慮
した魅力ある生活環境の形成に努め、「人が集い 未来を拓くものづくりと文化のまち」の実現を目指している。



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

３．地域の将来像
（３）出雲都市計画区域マスタープラン
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出雲都市計画区域マスタープラン（H20.4 島根県）

都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針
①交通施設
ａ 基本方針
ア 交通体系の整備の方針

本区域は、松江圏都市計画区域とともに経済、文化の中心であり、県内外からの交通網の
要となっている。その交通体系は北側に国道431 号、ほぼ中央に国道9号がそれぞれ東西方
向に並行に延びており、この2本が本区域の骨格を形成している。鉄道網においては、JR西日
本山陰本線が国道9 号に並行に延び、一畑電車は北松江線と大社線がある。路線バスは出
雲市駅を、生活バスは雲州平田駅を中心に放射状に延びている。また、空の玄関口として出雲
空港を、海の玄関口として河下港を有する。
道路整備については、「山陰道」、地域高規格道路「境港出雲道路」など、広域的な交流を通

じて地域の発展に果たす役割が大きい高速交通道路網や、国道9号の慢性的な渋滞解消の
ための国道9号バイパス等の各種道路整備が進められている。
今後、これら広域交通網の整備と都市活動の活性化に伴い、自動車交通を中心に交通需要
は、増加していくものと予測される。このため、県の中心都市として相応しい広域交流都市圏を
めざし、効率的な交通網を確立するため各種交通手段の機能分担に配慮しながら、円滑で利
便性の高い都市交通が確保されるよう次の方針のもとに、総合的に交通体系の整備を図る。
本区域の交通体系は、次のような基本方針のもとに整備を進める。

○広域道路ネットワークの確立
「山陰道」と連携した山陰地域の拠点にふさわしい広域道路ネットワークを確立するため、地

域高規格道路「境港出雲道路」、一般国道及び県道等からなる広域幹線道路網の充実を図
る。

＜都市計画の決定の方針＞

【将来の市街地像】
◆本区域の中心地であり、官公署・企業・商
業・サービス等の立地を促進し、宍道湖・中
海都市圏の中心都市としての高次都市機能
の充実を図る。
また、集積する高度医療・福祉機能を一層強
化連携し、地域全体の医療福祉環境の向上
を図る。

出雲地域

【将来の市街地像】
◆岐久海岸や田儀海岸を中心に豊かな海洋資源を活用し、
健康文化の拠点及び出雲と石見を結ぶ観光・交流の拠点と
しての整備を図るとともに、特産物による産業振興を図る。

多伎地域

【将来の市街地像】
◆県内最大の工業拠点として各工業団地への企業誘致を促進するとともに、魅
力ある住宅地の供給を行い、就業機会の充実を図る。また、優良な自然景観と
伝統的文化財を活かして、保養・健康・遊機能の整備を図る。

斐川町

【将来の市街地像】
◆歴史・文化のシンボル空間である
出雲大社門前町を観光・文化・交
流の拠点として整備を図る。

大社地域

【将来の市街地像】
◆本区域の第2（東部）の都市核を形成するため、街路事業等による中心市
街地整備や企業立地の促進、質の高い住環境の整備を行う。
また、日本海、宍道湖及び北山地区などの景観及び環境を適切に保全しつつ、
既存集落の環境整備や利便性の向上を図る。

平田地域

※道路・交通に関する部分を一部抜粋

●出雲地域は宍道湖・中海都市圏の中心都市としての高次都市機能の充実を図る。また、集積する高度医療・福祉機能を 一
層強化連携し、地域全体の医療福祉環境の向上を目指している。

●平田地域は街路事業等による中心市街地整備や企業立地の促進、質の高い住環境の整備を行う。また、日本海、宍道湖及
び北山地区などの景観及び環境を適切に保全しつつ、既存集落の環境整備や利便性の向上を目指している。



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

３．地域の将来像
（４）米子境港都市計画区域マスタープラン
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米子と境港を結ぶ主要な幹線道路

米子境港都市計画区域マスタープラン（H27.3 鳥取県）

【発展方向】
◆住宅・工業拠点としての機能をもつ
◆国道431号沿道は商業拠点としての機能をもつ
【広域的位置づけ】
◆住宅・工業・沿道型商業拠点

日吉津村（人口:約0.3万人）

【発展方向（旧市内）】
◆圏域における都市的サービスを提供する中核都市とし
ての役割を果たすと共に、広域交通・観光のターミナル
として圏域内の内外にわたる広域交流都市をめざす

【広域的位置づけ（旧市内）】
◆圏域内の内外にわたる広域交流都市

米子市（人口:約14.5万人）

【発展方向】
◆北東アジアゲートウェイとして、また、
水産業加工産業としての特徴を活か
した広域交流拠点を目指す

【広域的位置づけ】
◆港の特徴を活かした広域交流都市

境港市（人口:約3.2万人）

１）広域的視点での都市機能の強化
（交通機能の強化）
• 重要港湾境港や米子空港の機能拡張、中国横断自動車道岡山米子線や山陰道（国道

9 号米子道路）などの高速道路ネットワークの整備を進める。
• 国道９号、国道431 号、県道米子境港線、江島幹線といった地域の幹線道路を相互に

結ぶ道路の整備を進める。
（広域都市拠点の機能強化）
• 広域都市拠点として、都市中心部の都市機能を強化する。特に、米子駅周辺の活性化に

向けて都市基盤施設の整備等を図る。
（産業拠点の育成）
• 工業団地の未利用地の有効活用を図るなど、産業拠点を育成していく。
（中心市街地と郊外が調和した都市構造の形成）
• 国道431号沿線等の郊外における開発が進行しているが、中心市街地と郊外の適切な

役割分担を図り、双方が調和した都市構造を形成していく。
３）地域資源を活かした魅力づくり
• 個性的な地域資源を保全し存分に有効活用していくことで、観光やレクリエーションなどの

充実を図る。
６）防災減災・防犯都市づくり
• 地域防災計画や鳥取県犯罪のないまちづくり推進計画を踏まえ、ハード（避難路や防災

拠点の確保、建築物の不燃化、防犯環境の構築等）やソフト一体の対策を進める。
• 特に、弓浜半島の津波・原子力災害に対して広域的避難のための都市施設（道路等）

の整備を検討するとともに、木造建築物の密集地において、住環境の防災性の向上を図る
。

• 。

＜都市づくりの目標＞

※道路・交通に関する部分を一部抜粋

●米子境港都市計画区域マスタープランでは、都市づくりの目標を達成するための都市計画の決定方針として、広域的な道路網
の形成に資する「米子と境港を結ぶ主要な幹線道路」を構想路線として挙げている。

●米子市は圏域内の都市的サービスの中核とした広域交流都市を目指し、境港市はアジアゲートウェイ及び境港を活かした広域
交流都市を目指しており、日吉津村は住宅・工業・沿道型商業の拠点機能を目指している。
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３．地域の将来像
（５）圏域全体での取り組み
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・1994年6月 中海圏域４市連絡会議発足
・1995年2月 中海圏域４市連絡協議会発足
・2007年7月 中海圏域４市連絡協議会を改組し、中海市⾧会を設立
・2008年4月 出雲都市計画区域マスタープラン策定
・2012年4月 中海市⾧会を発展的に改組し、中海・宍道湖・大山圏域市⾧会を設立
・2013年3月 中海・宍道湖・大山圏域振興ビジョン策定
・2015年3月 米子境港都市計画区域マスタープラン策定
・2015年7月 中海・宍道湖・大山圏域市⾧会 地方版総合戦略策定
・2017年8月 松江圏都市計画区域マスタープラン策定
・2020年3月 第２期 中海・宍道湖・大山圏域市⾧会 地方版総合戦略策定

▲ 第２期 中海・宍道湖・大山圏域市⾧会 地方版総合戦略

構 成 員 :米子市・境港市・松江市
・出雲市・安来市

オブザーバー:大山圏域7町村（日吉津村
・大山町・南部町・伯耆町
・日南町・日野町・江府町）

（並びは総務省全国地方公共団体コード順）

＜中海・宍道湖・大山圏域市⾧会の構成 ＞

交通ネットワークの形成として、「８の字ルート」等の早期形成を掲げている

●「第２期 中海・宍道湖・大山圏域市長会地方版総合戦略」において、県境を越えた広域連携により、圏域人口６０万人の維
持が基本目標となっており、交通ネットワークの形成として「８の字ルート」が位置付けられている。



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ

【道路整備方針】
・国道９号、国道４３１号、県道米子境港
線等の地域の幹線道路を相互に結ぶ
道路整備

【地域の将来像】

（米子市）
・都市的サービスを提供する中核都市
・圏域内の内外にわたる広域交流都市

（境港市）
・北東アジアゲートウェイとしての広域交
通拠点

（日吉津村）
・住宅・工業・沿道型商業の拠点機能

【道路整備方針】
・地域交流の促進のため、中海・宍道湖
圏域の高規格による８の字ルートの形
成

・市の道路網計画に基づく整備推進

【地域の将来像】

（松江市）
・宍道湖等の優良な自然景観と地域固有
の歴史・文化的資源及び玉造温泉等の
観光資源の活用

（安来市）
・活力ある市街地形成と産業基盤整備に
よる都市的機能の増進

・自然環境の保全、田園景観に配慮した
魅力ある生活環境の形成

【道路整備方針】

・山陰道と連携した拠点にふさわしい広域
道路ネットワークの確立

（境港出雲道路、広域幹線道路充実）

【地域の将来像】

（出雲地域）
・宍道湖・中海都市圏の中心都市としての
高次都市機能の充実

・地域全体の医療福祉環境の向上

（平田地域）
・中心市街地整備、企業立地促進
・質の高い住環境整備
・日本海、宍道湖等の景観・環境保全
・既存集落環境整備、利便性向上

３．地域の将来像
（６）まとめ
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●各都市計画区域マスタープラン等において、広域交流拠点や高次都市としての機能の充実、産業集積等による圏域人口の維
持といった将来像が描かれている。

●中海・宍道湖圏域の将来像を実現するためには、「山陰道」や「境港出雲道路」、「境港米子道路」等による『８の字ルート』の
早期形成が道路整備方針の骨幹とされている。

■中海・宍道湖圏域の将来像（まとめ）

圏域全体での取り組み

出雲都市計画区域 松江圏都市計画区域 米子境港都市計画区域

【地域の将来像】

住みたくなる圏域づくり
”圏域人口６０万人の維持“

・国内外を視野に入れた力強い産業圏域の形成
・未来をひらく交通ネットワークの形成
・恵まれた生活環境を生かした圏域の形成

【道路整備方針】

２つの湖を介する「８の字ルート」の早期完成
・境港出雲道路、境港米子道路、米子道 及び山陰

道の４車線等の早期実現



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
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４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
（１）中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会より
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●R４～５年に、「中海・宍道湖８の字ネットワーク」整備によって発現すると想定される経済効果等について、広い視点で検討・分
析を行うことを目的として、経済界で効果分析検討会が開催されており、以下のとおりとりまとめている。

●中海・宍道湖圏域は山陰地方で唯一の「６０万人都市圏」であり、山陰地方の産業活動を牽引する役割が求められる。

●今後の更なる人口減少社会を見据えても、この「６０万人都市圏」の持続的な発展が必要であり、そのためには圏域内に分散
する資源の連携や圏域内外の人・モノの流れを活性化させる「中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク」の整備が有効である。

中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会

＜構成員＞
島根大学教授 飯野 公央
筑波大学名誉教授 石田 東生
神戸大学教授 小池 淳司
広島大学教授 藤原 章正
米子商工会議所会頭 坂口 平兵衞
松江商工会議所会頭 田部 長右衛門
中国経済連合会専務理事 谷口 雅彦

出典：国立社会保障・人口問題研究所 地域別将来推計人口（平成30年推計）出典：国勢調査（令和2年）
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４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
（１）中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会より
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26

４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
（１）中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会より（想定される使われ方事例）



中海・宍道湖圏域の道路ネットワーク
なかうみ しんじこ
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４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
（１）中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会より（想定される使われ方事例）
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４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
（１）中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会より（想定される使われ方事例）
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４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
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（２）米子・境港地域道路整備勉強会より

●令和６年には、国、鳥取県、米子市、境港市、日吉津村が連携して米子・境港地域の道路整備の必要性について検討する
ことを目的として、勉強会が２度開催されている。

●勉強会では、米子～境港間における地域課題のほか、求められる機能や高規格道路の必要性、概略ルート・構造の検討に
際し配慮すべき事項等をとりまとめた。
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４．中海・宍道湖圏域における近年の検討状況
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（２）米子・境港地域道路整備勉強会より
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５．中海・宍道湖圏域の道路ネットワークの必要性
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中海・宍道湖圏域の発展を支えるためにも圏域を連携する道路ネットワークの整備が必要

【地域の将来像】
住みたくなる圏域づくり

”圏域人口60万人の維持“
・国内外を視野に入れた力強い産業圏域の形成
・未来をひらく交通ネットワークの形成
・恵まれた生活環境を生かした圏域の形成

圏域の主な現状

圏域北側の整備が
進んでおらず、高規格道路への

アクセス性が低い

土砂災害、河川洪水、
津波浸水のリスク

観光地間のアクセスに
時間を要する

救急搬送時の速達性が
確保されていない
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高規格道路

高規格道路（調査中）

市役所・村役場

4車線 2車線 事業中

出雲市

松江市

安来市
米子市

境港市

日吉津村

R6年 米子・境港地域道路整備勉強会
米子～境港間における地域課題の整理のほか、
求められる機能や高規格道路の必要性、
概略ルート・構造の検討に際し配慮すべき事項などをとりまとめ

松江北道路
延長10.5km

事業中

まつえ きた

川津バイパス
延長6km

かわつ

出雲インター線
延長1.5km
H21.11開通

いずも

東林木バイパス
延長2.0km
H26.3開通

ひがしはやしぎ

鳥取県

H28.12開通


